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お題目は母乳のごとし
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問う、その義を知らざる人、ただ南無妙法蓮華経
と唱えて解義の功徳を具するやいなや。

答う、小児乳を含むに、その味を知らざれども自
然に身を益す。耆婆が妙薬、誰か弁てこれを服
せん。水、心なけれども火を消し、火、物を焼く、
あに覚あらんや。 2

『四信五品鈔』
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陀羅尼（ダラニ）
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陀羅尼とは

・悪をこらしめ善を勧める。
・魔、鬼などの悪霊が悪さを止める。
・魔、鬼などの悪霊に効き目のある言葉。



妙徳山 圓福寺

6

法華経には

正しく信仰している人が、陀羅尼を
唱えると、その人を悪霊から守護す
ると説かれています。
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魔・鬼について
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「魔」・・・命を奪ってしまう者（奪命者）。

　　　　　殺す者。障害をなすもの。悪者。

「鬼」・・・死者の霊魂。

　　　　　強い・悪い・怖い・ものすごい。
10

魔・鬼の意味
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魔のつく言葉

邪魔
病魔
睡魔
通り魔
断末魔

魔法
魔界
魔性
魔女
魔王
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鬼のつく言葉

殺人鬼

吸血鬼

餓鬼

鬼畜

鬼才

鬼門

邪鬼

疑心暗鬼
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魔・鬼が入りやすい状態

人間の意識と無意識の間のふわふわし
た心理状態のとき。
人を奇妙な方向へと誘い出す。

⇒気持ちを煽られる⇒犯罪・自殺
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ふわふわした心理状態のとき。

意識 無意識
ふわふわ
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「自分ではない者の意志」
といった力が働いている。
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